
1week Summer Business Internship 2019



設立 昭和６１年７月１日
本社 栃木県宇都宮市（ＪＲ宇都宮駅西口）
事業所 建設：１ヶ所 賃貸：７店舗
従業員数 ９０名（グループ合計４００名）

会社概要

カンパニー



②プログラム概要
1week Summer Business Internship 2019
開催時期 2019年８月（夏休み期間中）
学生参加日数 ５日間
総受け入れ人数 １０名
広報手段 マイナビ、リクナビ、キャリタス、SNS



③プログラム内容



③プログラム内容（続き）



④社員との交流について
交流機会：インターン中および昼食
・インターン中
社員側は常に参加学生とコミュニケーションを取るように心がけていた。インターン課題のアドバイ
スはもちろん、なるべく緊張を解きほぐし、質問をしやすいような雰囲気づくりを行った。
・昼食
１日目は学生も緊張しているので、参加学生同士のコミュニケーションを図るため学生のみでの昼食
としたが、２日目以降は社員行きつけの店などへ当日参加社員複数名と学生が一緒にランチをした。
特に会話の内容を決めているわけではないが、プライベートな会話も含めつつ社会人との雑談を楽し
む機会とした。

全体を通して、新卒１年目の若手社員から20年を超えるベテラン社員まで満遍なく参加し、様々な年
代の社会人に学生が関われるようにしたことで、いろいろな考え方を学生に伝えられたのではないか
と思う。



⑤現場体験の取り入れ方
•実在する賃貸物件へ足を運び、リフォーム案を考える
•間取り図を自力で作成する
•壁面や床面などの面積測定
•測定結果と単価を換算したコストの算出
•オーナー様へのプレゼン疑似体験
•建築現場の見学
•設計、インテリアコーディネーターの仕事現場見学
•不動産営業の仕事体験（部屋探し体験、入居前チェック体験、
写真撮影体験など）
全ての過程で実際に現場で働く社員に協力してもらい、教えても
らいながら体験する形です



⑥学生へのフィードバック手法
・チーム全体に対するフィードバックから、特に目立つ部分があった個人へフィードバックをしたり、
実施途中でも目についたことがあれば都度行っていた。
・社会人になって必要となるスキル（プレゼンの仕方など）については重点的に行った。
・最終日には、写真入りの修了証書と共にインターンシップ中に作成した成果物をまとめて授与した。
インターン中に撮影した写真や動画を繋ぎ合わせ、振り返りとして一番最後に上映した。
・最終日に書いてもらったアンケートの項目で「インターンの改善点」や「就活を始めるにあたり不
安なこと」などに関する終了後のメールでのフィードバックは一人当たり３０分程度の時間をかけて
文章を考え学生に還元。

終了後、就活に関するアドバイスなどについてメールでお送りした。不安に思うことは人それぞれな
ので、その学生が不安なことを事前に聞いておき、その点に対する回答を重点に置いて実施した。
また、社長の考えが会社の考えであることを前提に、社長の考えを知り自分の考えと合うかどうかを
判断してもらうスキームとして社長スピーチを聞く機会を設けた（希望者のみ）。
人事担当者を中心に、就活の軸やポイントなどを１対１の会話形式で伝え、聞く機会を設けた（希望
者のみ）。



⑦想定した教育的効果、その測定方法
• 人前で話をしたり、チームで何かを成し遂げたり、人の考えを受け入れたりする力は少しでも身に
つけられるような内容になるよう取り組んだ。

＜測定方法＞
学校訪問をした際などに、参加してくれた学生からの感想などを先生伝いで聞いたりする



⑧工夫した点
実際に体験する、見る、触れる、接することに重点を置いて実施した。
どのような仕事をしているのかについては説明をしたり、文字で伝えたりするよりも実際にやること
が一番であると考えています。
楽しい面も、辛い面も、難しい面も「そのまま」を伝えられるようにしました。採用には直接携わっ
ていない社員（全社員の４分の１）にも積極的に参加してもらい、人間性も含めた会社のすべてを
知ってもらえるように工夫しました。



⑨参加学生の声




